
■令和4年度　市長をかこむ会  　　　　

千丈地区　R4.8.25（木）　　　　19：00～20：00　　　　　場所：千丈地区公民館　　

出席者 住民 ２１人
市　大城市長・岡本子育て支援課長
政策推進課　菊地補佐・宮田主任

担当課 事項 要望内容等 かこむ会での回答

建
設
課

高規格道路に
ついて

現在、工事をしている高規格道路はい
つ頃通れるようになるのか。

大平から郷間の八幡浜道路については、県から今
年度中には供用開始予定であると聞いている。市
としては、来年3月に開通記念イベントをしたいと
思っている。夜昼道路は令和10年代の半ば、大洲
西道路は夜昼道路完成の3年から4年後に供用開
始予定だと聞いている。

建
設
課

農道を市道に
昇格すること
について

高規格道路の関係で農道が一部買収さ
れ、地権者が8人から2人になり、維持管
理が難しくなった。将来、末広に新しい
道路を整備予定であると思うので、その
際に農道を市道に昇格してほしい。

末広に向って上がる道路を整備予定であり、農道
とするか市道とするかは検討中である。建設課と協
議したい。
【補足】
市道認定基準に基づき検討したい。

生
活
環
境
課

不法投棄の回
収について

市道の入寺高野地線で不法投棄が絶
えない。地元で2か所撤去したが、急傾
斜で作業が難しい場所があるので、市
の方で不法投棄の回収をお願いした
い。

対応する。地元が作業をする際に連絡をしてもらえ
れば助かる。
【補足】
私有地の維持管理は、所有者（管理者）・占有者の
責任になり、私有地に不法投棄されたごみについ
ても、所有者（管理者）・占有者が対応しなければ
ならない。
市では集めていただいた廃棄物を道路上にまとめ
ていただければ回収を行っている。

生
涯
学
習
課

資料の保存に
ついて

前回の市長をかこむ会で、貴重な生活
用具を保存してほしいと言ったところ、
検討するという回答だった。その後どう
なったのか。

八幡浜の歴史、生活の歴史を後世に残していくの
も市の仕事であるので、引き続き検討したい。
【補足】
保管場所は限られるが、古い民具があれば情報を
寄せていただきたい。展示や活用については引き
続き検討していく。

生
活
環
境
課

粗大ごみ回収
について

以前は年に一回粗大ごみ回収を行って
いたが、今はない。市でしてもらえない
のか。

粗大ごみ回収は地区公民館単位で行っている。各
地区で声かけをして実施してほしい。個人で環境セ
ンターにごみを持って行くこともできる。
【補足】
4月に千丈地区公民館宛で地域環境美化活動事
業（粗大ごみ回収・美化清掃活動）の案内文書を送
付しているので確認していただきたい。

政
策
推
進
課

県立高校再編
計画について

先月、県教育委員会から高校の再編計
画が発表され、5年後の2027年までに市
内の高校3校を八幡浜高校1校に統合
するという内容だった。市としてはどうの
ように考えているのか。

川之石高校は介護や農業を学ぶことができ、農園
を使う際は川之石高校に行く。工業高校には機
械、土木、電気関係の実習施設があるので、工業
の実習の際は工業高校に行く。メインは八幡浜高
校だが、キャンパス制として、特色に応じてそれぞ
れの高校を利用することができる。少子化の影響も
あり、今の時代・環境に適した再編だと思ってい
る。今のままでは部活動をすることも難しいため、
子どもたちが運動・勉強・文化活動などを十分でき
るような規模の学校にすることが必要だと思う。
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担当課 事項 要望内容等 かこむ会での回答

学
校
教
育
課

松柏中学校の
統廃合につい
て

松柏中学校は八代中学校に統合される
予定であると思うが、いつ頃の予定か。

本来、松柏中学校は八代中学校に統合している時
期であるが進んでいない。しかし、今年度、「八幡
浜市学校再編整備第二次実施計画」の後期5か年
計画を策定予定であり、その中で、松柏中学校だ
けでなく、愛宕中学校も含めて、将来を見据えた計
画を策定する。子どもたちの成長を考えると、十分
な生徒数が必要であると思っている。地域・保護
者・教育委員会と綿密に協議し、統廃合を進めて
いきたい。

政
策
推
進
課

ふるさと納税
について

少子化の影響もあり、八幡浜市の人口
はどんどん減っていき、財政が厳しくな
ると予想する。そのような中、現在ふる
さと納税の寄附金額が多いと思うが、
年々寄附金額は増えているのか。ま
た、その使い道はどうなっているのか。

寄附金額は令和元年度は約8億円、令和2年度は
約11.5億円、令和3年度は約14.5億円で年々増えて
4年連続県内1位となっている。返礼品はほとんど
が柑橘であり、ポータルサイトのレビューなどで人
気が広がっている。今年度も現段階で昨年度より
寄附金額は増えている。しかし、柑橘の在庫がなく
なれば返礼品がなくなるため、寄附金額もそろそろ
頭打ちになると思っている。使い道は、寄附者の意
向により振り分けている。
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